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１ 廿日市市の動向 
 

(1) 廿日市市の概要 

ア 位置 

本市は、広島県の南西部に位置し、北は安芸太田町及び島根県、東は広島市、西は大竹

市及び山口県に接し、南は瀬戸内海に面しています。 

面積は489.48k㎡で、広島県面積の約 5.8％を占めています。 

 

■位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 都市計画区域 

本市の都市計画区域は、廿日市地域及び

大野地域の一部は広島圏都市計画区域に属

し、佐伯地域の一部は佐伯都市計画区域、

宮島地域の全域は宮島都市計画区域が指定

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

■都市計画区域 

第１章 緑地の現状と課題 
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(2) 人口・世帯数の動向 

ア 総人口 

本市の人口は、平成27(2015)年に 114,906人で、平成12(2000)年以降、概ね横ばいで推

移しています。 

地域別（注）にみると、廿日市、大野地域では増加傾向にありますが、佐伯、吉和、宮

島地域では減少が続いています。 

 

イ 年齢別人口割合 

年齢３区分別人口割合は、平成27(2015)年に、０～14歳が13.1％、15～64歳が58.7％、

65歳以上が27.7％で、広島県と同程度となっています。 

65歳以上人口比率を地域別にみると、吉和地域で46.8％、宮島地域で42.8％と特に高く、

佐伯地域は36.9％、大野地域は29.8％、廿日市地域は25.3％で、地域によって高齢化の状

況が異なっています。 

 

ウ 世帯数 

総世帯数は、平成27(2015)年に46,039世帯で、増加傾向にあります。 

地域別にみると、廿日市、大野地域では増加傾向にありますが、佐伯は平成17(2005)年

以降減少に転じ、吉和、宮島地域では減少が続いています。 

 

（注）現状に関する表記、資料は、できるだけ地域別（合併前の市町村単位）で整理することと

し、地域名は旧市町村名を用いています。 

 

 

 

■総人口の推移 
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■年齢３区分別人口割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■総世帯数の推移 
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２ 緑地の現況 

(1) 法適用の状況

ア 都市計画区域の指定状況

本市には３つの都市計画区域が指定され、それぞれ土地利用や都市施設などに関する都

市計画が定められています。 

・廿日市地域と大野地域の一部が属する広島圏都市計画区域は、市街化区域と市街化調

整区域の区域区分を定める（線引き）都市計画区域で、当該地域の市街化区域には用

途地域が指定されています。

・佐伯都市計画区域は、区域区分を定めない（非線引き）都市計画区域で、(主)廿日市

佐伯線の沿道を中心とした市街地に用途地域が指定されています。

・宮島都市計画区域も、区域区分を定めない（非線引き）都市計画区域ですが、用途地

域は指定されていません。また、全域に風致地区が指定されています。

■都市計画区域の状況

名  称 範  囲 

都市計画区域（ha） 

市街化区域 
市 街 化 

調整区域 

広島圏都市計画区域 廿日市、大野地域の一部 4,759 2,099 2,660 

佐伯都市計画区域 佐伯地域の一部 3,887 (261) - 

宮島都市計画区域 宮島地域の全域 3,039 - - 

全  体 行政区域の一部 11,685 2,099 2,660 

注：佐伯都市計画区域の（ ）内は用途地域の面積 

イ 緑地の保全に係る法適用の状況

緑地の保全に係る法適用は、下表のとおりです。

■緑地の保全に係る法適用の状況

区 分 廿日市地域 大野地域 佐伯地域 吉和地域 宮島地域 

自然公園 瀬戸内海国立公
園（極楽寺山） 

101ha 

 西中国山地国定
公園 

5,138ha 

瀬戸内海国立公園 
3,020ha 

特別地域    2,817ha 
特別保護地区  203ha 

県自然環境保
全地域 

万古渓 64.1ha 
大峯山39.89ha 
(広島市含む) 

緑地環境保全
地域 

東山渓谷53.5ha 
(広島市含む) 

保安林 民有林 1,190ha 民有林 3,972ha 民有林 6,421ha 民有林 6,055ha 風致保安林  2,316ha 

風致地区 3,039ha 

特別史跡及び
特別名勝 

厳島     3,039ha 

天然記念物 瀰山E

み せ ん

A原始林  158ha 

鳥獣保護区 極楽寺山 110ha 大野町  810ha 青笹   844ha 
万古渓   64ha 

もみのき森林公
園   400ha 
立岩  536ha 
(安芸太田町含む) 
細見谷 851ha 
冠山 1,630ha 

宮島鳥獣保護区 
4,397ha 

弥山地区   3,039ha 
弥山特別保護地区 

203ha 

農業振興地域 農業振興地域 20,716ha 
農用地区域    820.6ha 

資料：廿日市市都市計画課資料などによる。 
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廿日市市都市計画課（平成29(2017)年６月）による。 
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(2) 緑地の分布状況と面積

緑地（広義の緑地：脚注）の現況は下表のとおりで、市街地（市街化区域、用途地域）に

おける緑地の割合は、廿日市・大野地域19.4％、佐伯地域33.2％となっており、廿日市・大

野地域は、国が目標として示す市街地における永続性のある緑地の割合30％以上（緑の政策

大綱）に比べて低い状況にあります。 

■緑地の現況   （ha、％） 

地 域 区 分 

市街化区域

又は 

用途地域 

① 

市街化調整 

区域 又は 

用途地域外 

② 

都市計画 

区 域 

③＝①+②

都市計画 

区域外 

④ 

合  計 

⑤＝③+④

廿日市市 

山林等 210.4 8,144.3 8,354.8 35,248.6 43,603.4 

農地 201.9 473.5 675.4 574.5 1,249.9 

水田 117.2 320.4 437.6 460.0 897.6 

畑 84.7 153.1 237.8 114.5 352.3 

河川・水面 30.0 63.1 93.1 357.6 450.7 

公共空地 52.5 56.3 108.7 36.4 145.1 

緑地面積合計 494.8 8,737.2 9,232.0 36,217.1 45,449.1 

市域面積 2,360.5 9,324.5 11,685.0 37,263.0 48,948.0 

緑地割合 21.0 93.7 79.0 97.2 92.9 

廿日市・ 

大野地域 

緑地面積合計 408.1 2,440.1 2,848.2 6,788.9 9,637.1 

市域面積 2,099.1 2,659.9 4,759.0 7,113.0 11,872.0 

緑地割合 19.4 91.7 59.8 95.4 81.2 

佐伯地域 

緑地面積合計 86.8 3,373.8 3,460.6 15,211.8 18,672.4 

市域面積 261.4 3,625.6 3,887.0 15,598.0 19,485.0 

緑地割合 33.2 93.1 89.0 97.5 95.8 

吉和地域 

緑地面積合計 - - - 14,216.4 14,216.4 

市域面積 - - - 14,552.0 14,552.0 

緑地割合 - - - 97.7 97.7 

宮島地域 

緑地面積合計 - 2,923.1 2,923.1 - 2,923.1 

市域面積 - 3,039.0 3,039.0 - 3,039.0 

緑地割合 - 96.2 96.2 - 96.2 

注-1：ここでは、広い意味での緑地を把握した。 

-2：緑地面積は、都市計画基礎調査（平成24(2012)年）による。（山林等には、耕作放棄地、その他の自然

地及びゴルフ場を、畑には樹園地を含めた。） 

-3：市域面積は、廿日市市資料による。

-4：四捨五入の関係で、面積の合計が合わない箇所がある。

脚注：「緑地」は、広い意味では、樹木などの植物のほか、それらを含む公園・広場、農地、樹林地、河川・湖

沼などの土地、空間を含む幅広い概念である。 

また、緑の基本計画を策定する上では、緑地の永続性の視点から、施設緑地（都市公園、公共施設緑地

（公共団体が設置しているグラウンド等）、民間施設緑地（企業グラウンド等））と地域制緑地（法によ

るもの、協定によるもの、条例等によるもの）に分類される。（「新編 緑の基本計画ハンドブック」に

よる。） 



- 14 -

■緑地の現況（廿日市地域 都市計画区域）

注：都市計画基礎調査（平成24(2012)年）による土地利用現況図を部分修正した。 
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■緑地の現況（大野地域 都市計画区域）

注：都市計画基礎調査（平成24(2012)年）による土地利用現況図を部分修正した。 
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■緑地の現況（廿日市・大野地域の都市計画区域以外の区域）

注：都市計画基礎調査（平成24(2012)年）による土地利用現況図を部分修正した。 
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(3) 都市公園の整備状況

ア 全市の整備状況

都市公園は、街区公園 204か所、近隣公園８か所、地区公園１か所、運動公園１か所、

風致公園２か所、緑地19か所の計 235か所、面積509.36haが整備されています。 

都市計画区域内人口１人当たりの都市公園の面積は 45.38㎡で、国の定める標準面積10

㎡／人（都市公園法施行令第１条の２）を上回りますが、区域の大半が法規制によりレク

リエーション地としての利用が制約される宮島公園（風致公園、419.10ha、37.34㎡／人）

を除くと8.04㎡で標準面積を下回っており、都市公園の整備を進める必要があります。 

■都市公園の整備状況

区 分 
箇所数 

(か所) 

面積 

(ha) 

１人当た 

り 面 積 

(㎡/人) 

参 考 

国の定める 

標準面積 

（㎡／人） 

国の定める 

21世紀初頭の目標 

(㎡／人) 

住区基幹 

公  園 

街区公園 204  29.55  2.63 

10.00 

 1.00 

近隣公園   8  22.05  1.96  2.00 

地区公園   1   6.17  0.55  1.00 

都市基幹 

公  園 

総合公園 - - -  3.00 

運動公園   1  24.47  2.18  1.50 

特殊公園 
風致公園   2 419.61 37.38 

 8.50 

そ の 他 - - - 

地 

都市緑地  15   3.15  0.28 

緩衝緑地   2   3.75  0.33 

道   2   0.61  0.05 

大 規 模 

公    園 

広域公園 - - -  2.00 

国営公園 - - -  1.00 

計 235 509.36 45.38 10.00 20.00 

考 234  90.26  8.04 - - 

注-1：平成29(2017)年４月１日現在 

-2：面積は、１箇所ごとに小数点第３位を四捨五入したヘクタール単位の面積の合計値

-3：１人当たり面積は、都市計画区域内人口に対する値（平成27(2015)年国勢調査、112,243人）

-4：参考は、宮島公園（風致公園、419.10ha）を除く箇所数と面積

-5：国の定める標準面積は、都市公園法施行令第１条の２による。（市町村の区域内の都市公園の住民１人

当たりの敷地面積の標準） 

-6：国の定める21世紀初頭の目標は、「緑の政策大綱」（平成６(1994)年９月 国土交通省）、種別ごとの面積は、

都市計画中央審議会答申（平成７(1995)年７月18日） 

緑  

緑  

合 

参 
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イ 地域別の整備状況

地域別の人口１人当たり都市公園の面積は、廿日市地域6.71㎡、大野地域5.24㎡、佐伯

地域 29.91㎡、宮島地域2,505.73㎡（風致公園を除くと2.15㎡）で、地域によって整備水

準に差がみられます。 

■地域別都市公園の整備状況

種 別 

廿日市地域 大野地域 佐伯地域 宮島地域 

箇所 

数 

(か所) 

面積 

(ha) 

１人当た 

り 面 積 

(㎡/人) 

箇所 

数 

(か所) 

面積 

(ha) 

１人当た 

り 面 積 

(㎡/人) 

箇所 

数 

(か所) 

面積 

(ha) 

１人当た 

り 面 積 

(㎡/人) 

箇所 

数 

(か所) 

面積 

(ha) 

１人当た 

り 面 積 

(㎡/人) 

127 18.04 2.40 65 10.29 3.82 8 0.86 1.01 4 0.36 2.15 

6 18.74 2.49 2 3.31 1.23 - - - - - - 

1 6.17 0.82 - - - - - - - - - 

- - - - - - 1 24.47 28.83 - - - 

- - - 1 0.51 0.19 - - - 1 419.10 2,503.58 

都市緑地 14 3.09 0.41 - - - 1 0.06 0.07 - - - 

2 3.75 0.50 - - - - - - - - - 

2 0.60 0.08 - - - - - - - - - 

152 50.40 6.71 68 14.11 5.24 10 25.39 29.91 5 419.46 2,505.73 

152 50.40 6.71 68 14.11 5.24 10 25.39 29.91 4 0.36 2.15 

注-1：平成29(2017)年４月１日現在 

-2：面積は、１か所ごとに小数点第３位を四捨五入したヘクタール単位の面積の合計値

-3：１人当たり面積は、都市計画区域内人口に対する値（平成27(2015)年国勢調査、廿日市地域75,158人、

佐伯地域8,488人、大野地域26,923人、宮島地域1,674人） 

-4：参考は、宮島公園（風致公園、419.10ha）を除く箇所数と面積

街区公園 

近隣公園 

地区公園 

運動公園 

風致公園 

緩衝緑地 

緑道 

合 計 

参 考 

緑 

地 
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■都市公園の整備状況（街区公園）

注：図中の円は街区公園の標準的な誘致距離（ 250ｍ）（都市公園法運用指針） （平成29(2017)年４月作成） 



-
2
0
 
-

■都市公園の整備状況（近隣公園・地区公園）

注-1：図中の円は標準的な誘致距離（近隣公園 500ｍ、地区公園 1,000ｍ）（都市公園法運用指針） 

-2：妹背の滝風致公園は一部整備済み。 （平成29(2017)年４月作成）
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(4) 自然環境上の特性を有する緑地の現況

本市は、島しょ部、沿岸の都市部、内陸の農村部、山間部など、多様な地域で構成されて

おり、それぞれの地域に多様な特性を有する緑地が豊富に分布しています。 

■自然環境上の特性を有する緑地

（平成29(2017)年４月作成） 
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(5) 文化財

嚴島神社・宮島をはじめ、建造物、史跡、名勝、天然記念物等に係る文化財が指定されて

います。 

■文化財の指定状況

（平成29(2017)年４月作成） 



- 23 -

(6) 景観特性

世界遺産を擁する「宮島」をはじめ、臨海・沿岸部の市街地景観、歴史的まちなみ景観、

内陸部の田園景観、山地部の山なみ景観、渓谷美など、多様な景観を有しています。 

■景観特性

（平成29(2017)年４月作成）
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３ 緑地の課題 
本市の動向と緑地の現状を踏まえ、計画の主な課題を列記すると、次のとおりです。 

(1) 都市公園等の整備

都市計画区域内人口１人当たり都市公園の面積は 45.38㎡で、国の定める標準面積10㎡／

人（都市公園法施行令第１条の２）を上回りますが、区域の大半が法規制によりレクリエー

ション地としての利用が制約される宮島公園（風致公園、419.10ha、37.34㎡／人）を除く

と8.04㎡で標準面積を下回っており、都市公園の整備を進める必要があります。 

また、地域別の人口１人当たり都市公園の面積は、廿日市地域6.71㎡、大野地域5.24㎡、

佐伯地域 29.91㎡、宮島地域2,505.73㎡（風致公園を除くと2.15㎡）で、地域によって整備

水準に差があり、地域間の均衡の確保に配慮して都市公園の整備を進める必要があります。 

(2) 良好な自然環境の保全・活用

世界遺産を擁する「宮島」をはじめとする歴史文化資源と一体となった緑地、山なみ景観

や渓谷美を呈する自然環境の良好な緑地、特性を有する緑地などの貴重な緑地を保全する必

要があります。 

また、これらの緑地を自然環境の保全に配慮しながら、市民が緑とふれ合う場として活用

する必要があります。 

(3) 良好な景観を構成する緑地の保全

本市は、臨海・沿岸部の市街地景観、歴史的まちなみ景観、内陸部の田園景観、山地部の

山なみ景観、渓谷美など、それぞれの地域において特徴のある景観を有しています。 

こうした景観を継承するため、良好な景観を構成する緑地を保全する必要があります。 

(4) 市街地における緑の確保

廿日市・大野地域の市街地においては、緑地率が低い状況にあり、良好な都市環境の形成

を図るため、市街地内及びその周辺の緑地の保全を図るとともに、市街地の緑化を進める必

要があります。 

(5) 防災性の向上

大規模地震災害、豪雨災害の多発など、災害リスクの増大に対応して、災害の防止と低減

を図るため、緑地の保全など適切な対策を講じる必要があります。 

また、都市公園等の避難地としての活用等により、防災性の向上を図る必要があります。 

(6) 地域特性を活かした緑のまちづくりの取組

本市は、島しょ部、沿岸部、内陸部、山間部など多様な地域で構成されており、良好な景

観を有する緑地、歴史文化を継承する緑地、自然レクリエーションの場など、それぞれの地

域に特性を有する豊かな緑地が分布しています。 

このため、今後の都市づくりを進める上では、こうした特性を有する緑地を保全、活用し、

個性と魅力を備えた生活圏の形成を図るよう配慮する必要があります。 


